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レポートボックス５ー２　応用線形代数

1. A =

(
1 0 −1

−1 2 3

)
としたとき，Aの行空間と核を求め，それらの次元も記述せよ．

2. Sと T をRnの部分空間とする．S ∩ T ̸= {0}かつ dim(S + T ) ̸= dim(S) + dim(T )となるよう
な Sと T の例を示せ．

3. Sと T を Rnの部分空間とする．このとき，

(S ∩ T )⊥ = S⊥ + T⊥

であることを示せ（ヒント：(S + T )⊥ = S⊥ ∩ T⊥および (S⊥)⊥ = Sを仮定してもよい）．
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